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情報共有ツール『はこだて医療・介護連携サマリー』 

試験運⽤と展開⽅法及びアセスメント⽅法，正式運⽤，スケジュール等について 

 

1 試験運⽤の実施について 
 
（1） 平成 29 年 4 ⽉より【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』の“試験運⽤“を 

実施する。 
・3 ⽉上旬に全ての情報共有ツール様式を確定。 
・「情報共有ツール作業部会」において，各関係団体へ事前周知を実施。 
・試験運⽤においては，①基本ツール ②応⽤ツールを全て実際に活⽤。 
・4 ⽉ ①病院⇒病院 ②病院⇒在宅 ③病院⇒施設の場⾯（病院からの情報提供を起点
とする場⾯）での活⽤から，試験運⽤を開始。 
・5 ⽉以降 試験運⽤が可能な病院・事業所・施設へセンターによる説明+依頼をして試験運
⽤の実施機関を拡⼤し，在宅・施設からの情報提供を起点とする場⾯を含めた全場⾯での試
験運⽤を実施し，徐々に拡⼤していく。 

 
（2） 試験運⽤の実施機関 

試験運⽤を以下の事業所で実施する。 
     平成 29 年 4 ⽉ 
     ●函館五稜郭病院 ●函館中央病院 ●函館市医師会病院で活⽤ 
     平成 29 年 5 ⽉以降拡⼤ 
     ●他の病院へ利⽤打診 
     ■居宅介護⽀援事業所，地域包括⽀援センターへ利⽤打診 
     ▲ショートステイ・サ⾼住へ利⽤打診 

 

•函館五稜郭病院

•函館中央病院

•函館市医師会病院平成２９年４月

•他の医療機関へ利用打診拡大

•居宅介護支援事業所

•函館市地域包括支援センター

•ショートステイ・サ高住等

平成２９年５月

資料５ 



2 
 

 
2 試験運⽤のアセスメントの実施 
 

(1) 試験運⽤のアセスメントは，試験運⽤開始時からアンケート調査等により⾏うこととし，ツールの
「作成側」+「受取側」の双⽅からの意⾒を「函館市医療・介護連携⽀援センター」で集約し， 
課題等の抽出，内容・構成の検討を「情報共有ツール作業部会」で実施する。 

 
(2) アセスメント実施時期を下記とする。 

 ・1 回⽬  〜  平成 29 年 6 ⽉下旬 
 ・2 回⽬  〜  平成 29 年 9 ⽉下旬 

      ・3 回⽬  〜  平成 30 年 2 ⽉下旬 
 ・以降は今後検討 

 
3 アセスメントの⽅法 
 
（1） 意⾒集約⽅法 

・『試験運⽤の説明とアンケート』⽤紙を作成。 
・ツールの作成側➡送付，送信時に『アンケート』⽤紙を添付。 

      ・ツールの受取側➡受け取った『アンケート』⽤紙に必要事項を記載し「函館市医療・介護連 
      携⽀援センター」へ FAX 送信(43-1199)してもらう。 

・ツール作成側の意⾒はセンターから直接電話等によるヒアリング実施。 
・アンケートを実施した対象施設の把握と回答率等の集計。 
・集約した後に「情報共有ツール作業部会」へ報告。 

 
4 正式運⽤の開始時期 
 

（1）【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』の正式運⽤については，試験運⽤に
よる段階的な活⽤施設拡⼤を鑑みて，2 回(平成 29 年 6 ⽉，9 ⽉)のアセスメントを経
た後に「情報共有ツール作業部会」により協議・検討した上で，平成 29 年 10 ⽉の「函館
市医療・介護連携推進協議会」へ実施報告。 
各関係団体等へ広くホームページやデータ送信による様式とマニュアルの配布を実施して， 
平成 29 年 11 ⽉を正式運⽤実施の⽬標とする。 

 
5 正式運⽤後のアセスメント 
 

（1） 【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』のアセスメントについては，試験運⽤
期間のみならず，正式運⽤後についても事務局となる「函館市医療・介護連携⽀援セン
ター」により適宜実施することとして，継続して「情報共有ツール作業部会」等で協議・検
討し，このツールをより効率的に，効果的に，幅広く活⽤して頂ける様に⾒直しや運⽤⽅
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法の改善を⾏い，医療・介護の多職種連携の活性化を図る。 
6 運⽤のタイムスケジュール 

2017 

2 ⽉ 

・コアメンバー会議 
 ・各関係団体との協議の上で「応⽤ツール」の完成 
 ・試験運⽤施設の選定 
 ・「はこだて⼊退院⽀援連携ガイド」との連携協議 
 ・試験運⽤アセスメントについてのセンターとの協議 

3 ⽉ 
●情報共有ツール作業部会の開催

 ・上旬 全ツール様式，活⽤マニュアル完成の上で 4⽉から試験運⽤施設へ説明+依頼 
 ・「情報共有ツール作業部会」において，各関係団体へ事前周知 

4 ⽉ 
■【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』 試験運⽤の実施

 ・試験実施機関を拡⼤可能施設等への説明+依頼 

5 ⽉ 
●函館市医療・介護連携推進協議会

 ・試験実施機関を拡⼤し在宅・施設含めた全場⾯での試験実施 

6 ⽉ 
●情報共有ツール作業部会の開催 (第 1 回 試験運⽤アセスメントの実施)

9 ⽉ 
●情報共有ツール作業部会の開催 (第２回 試験運⽤アセスメントの実施)

10 ⽉ 
●函館市医療・介護連携推進協議会において正式運⽤の承認

11 ⽉ 
■【情報共有ツール】『はこだて医療・介護連携サマリー』 正式運⽤の実施

 


